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５ 論文の特質 
本論文の特質は、自己帰属感の生起および Pseudo-Haptics の生起のそれぞれにおいて、自己
の運動についての体性感覚と視覚で捉えた運動の結果との差の認知がその主要因であるというそ
れまでの説明に対して疑義を示し、運動予測と運動結果との差の認知が要因であるという説を提
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示し、またそれを支持する実験結果を示したところにある。左記仮説を検証する上で障害となる
のは、運動予測がどのように発生しているかを計測し、またその予測を他者によって変化させる
ことが難しいことにある。齊藤氏はこれを解決するための工夫を施した実験系を考案している。
一つは被験者の運動方向に制約を課し、運動予測の可能性を 2通りに制限したもの、もう一つは
「運動伝染」と呼ばれる、他者の運動に運動予測が影響される現象を利用したものである。これ
により運動結果は変調せず運動予測のみ変調することが可能となり、詳細な検証ができるように
なった。その結果、自己の運動予測が体性感覚の認知よりも優位に働く場面があることを示すこ
とに成功している。 
 
６ 論文の評価 
「論文の特質」で述べたように、本論文はインタフェース研究分野で注目されている自己帰属
感や Pseudo-haptics 研究において、これまで重視されてこなかった運動予測可能性について、
その重要性を示唆するものであり、今後同分野における研究に影響を与えるであろうと評価でき
る。 
本博士論文を構成する研究からは、2件の論文誌論文および 1件の査読つき国内会議口頭発表
採録、また 1件の査読つき国際会議ポスター発表が公表されており、対外的にもすでに評価が与
えられている。 
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本学位請求論文は，先端数理科学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもので
あり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したの
で，博士（理学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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